
誰もが花を咲かすことができる
インクルージョン社会の実現に向け
確かな前進を続ける

 「お困りの人のために役立ちたい、人の幸せに貢
献したい」静かな中にも自信と覚悟に満ちた表情で、
nobusグループの延代表は、理念とビジョンを語っ
て下さった。もともと塾経営をされていた代表は、
当時、学びたくても学ぶことができない環境や障が
いを持つ子供達に平等の機会を持ってもらいたいと
同グループを起業。それから約１０年、就労支援、
障がいをもつ人達が安心して暮らせるよう訪問介護、
学習塾経営とその事業は多岐にわたる。しかし、そ
こには一貫して、誰もが平等に社会に参画できるイ
ンクルージョン社会の実現につながる事業であるこ
とだ。事業を通じて課題を見つけ、それを支援に繋
げるサイクルがグループ企業のそれぞれの事業が有
機的につながっている。インタビュー中に話題と
なった、代表が大好きな自社で作る米粉１００％の
シフォンケーキ。我々は食べずにはいられなくなり
一同で工場に案内いただき、食しながらのざっくば
らんな代表の時間も最高だった。徳島県内に福祉と
教育が連携した日本でまだ数少ない学校の創設に向
けて準備中という。「人の⾧い人生にずっと寄り添
い、付き合っていく」同社のビジョンを実現するた
めに、同グループは邁進中だ。

Profile

nobusグループ
誰もが平等に仕事に参画できる社会の実現に向けて、社会で生きることに不安を
抱えることがないような教育事業、安心して暮らすことができる地域作り、不安
を抱える人い、その人が持つスキル、経験を発揮してもらう仕事の提供を行うイ
ンクルージョン社会の実現に貢献する企業


